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消防研究センター

黒田消防庁長官「消防ロボットシステム部隊発足式」
に出席

　令和元年５月24日に千葉県市原市JXTGエネルギー

（株）千葉製油所で開催された消防ロボットシステム部

隊発足式（市原市消防局主催）に黒田消防庁長官が出席

しました。黒田長官は祝辞を述べた後、石田総務大臣に

より命名された消防ロボットシステムの名称（スクラム

フォース）の発表及び隊旗の授与を行いました。

　スクラムフォースは、消防研究センターにおいて平成

26年から開発を進め、今般、全国で初めて市原市消防

局に配備されることとなりました。システムは４つのロ

ボットで構成され、石油コンビナート等で大規模な火災

が発生し、高熱や爆発の危険によって消防隊員が近づけ

ない場合に、隊員に代わって火災の拡大や爆発を抑制す

ることを使命としています。

　スクラムフォースの名称やシステムの概要について

は、下記ページをご参照ください。

https : / /www. fdma.go . jp/pressre lease/ in fo/

items/190524_syoukenn01.pdf
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黒田長官より隊旗授与

ウォーター・キャノン（放水砲ロボット）による放水実演

スクラムフォース搬送車両祝辞を述べる黒田長官
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